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（谷内丑）

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

上水道利用の皆さんへ！ゲ再び節水のお願い

取水状況が好転しないため、3月中旬まで減圧

を続けますので、節水のご協力をお願いします。

〔減圧する時問帯〕

昼午前9時～11時半。午後1時半～4時半。

夜午後9時～翌朝6時

◎凍結防止のためのタラタラ使用はしないこと。

◎水道水による消雪はしないこと。

◎洗たくなど日常生活用水のムダをなくしてください。

◎減圧時間前に必要な生活用水を確保してください。

◎火の元には、くれぐれもご注意を。
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馨
叢
雛
肇
纒
灘
擁
饗
嚇
灌
蹟
飛
市

　
衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
（
佐
藤
観
樹
委
員
長
）
の
豪
雪
状
況
調
査
団
が
二
十
三
日
来
市
し
、
新

潟
県
、
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
町
村
会
か
ら
59
豪
雪
状
況
の
報
告
と
陳
情
を
受
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
衆
議
院
の
調
査
団
に
先
だ
ち
、
県
共
産
党
視
察
団
（
近
藤
忠
孝
団
長
～
十
．
十
一
目
）
、
県
議

会
克
雪
対
策
特
別
委
員
会
（
細
貝
幸
也
団
長
～
十
四
日
）
、
自
民
党
本
部
調
査
団
（
井
上
孝
団
長
～
十
五

日
）
、
日
本
社
会
党
59
豪
雪
災
害
調
査
団
（
田
中
恒
利
団
長
～
二
十
日
）
が
訪
れ
、
二
十
八
日
に
は
公
明

党
雪
害
対
策
委
員
会
（
鶴
岡
洋
団
長
）
が
来
市
す
る
な
ど
、
雪
を
災
害
と
と
ら
え
、
国
政
に
反
映
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

響
購＾・・
・｛．・r心、

難

：照

国・県・市町村の豪雪対策関係者が一堂に

ひψrひψφψrひψφ・ψrひψrひψ◆ψ〈

衆
議
院
・
国
・
県
を

あ
げ
た
視
察
団

　
二
十
三
日
の
衆
院
調
査
団
は
、
佐

藤
委
員
長
（
社
会
）
を
団
長
に
、
高

鳥
修
（
自
民
）
、
薮
中
義
彦
（
公
明
）

田
中
直
紀
（
自
民
）
、
細
谷
昭
雄
（
社

会
）
、
菅
原
喜
重
郎
（
民
社
）
、
中

川
利
三
郎
（
共
産
）
の
各
委
員
と
地

元
選
出
議
員
と
し
て
桜
井
新
の
八
代

議
士
と
、
政
府
側
か
ら
国
土
庁
、
文

部
省
、
厚
生
省
、
運
輸
省
、
建
設
省
、

自
治
省
、
気
象
庁
、
林
野
庁
、
中
小

企
業
庁
、
消
防
庁
な
ど
の
各
省
庁
か

ら
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
潟
県
か
ら
は
君
知
事
、

金
子
副
知
事
、
企
画
調
整
、
農
林
水

産
、
土
木
の
各
部
長
を
は
じ
め
関
係

十
一
部
局
か
ら
二
十
一
人
の
係
官
が

出
席
、
県
議
会
か
ら
は
小
柳
副
議
長
、

細
貝
克
雪
対
策
特
別
委
員
長
、
祢
津

文
雄
、
角
屋
久
次
、
須
藤
誠
也
県
議

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
地
元
四
市
町
村
か
ら
は
諸
里
市
長

を
は
じ
め
首
長
、
議
長
、
議
員
が
参

加
し
、
加
え
て
、
新
潟
地
方
気
象
台
、

北
陸
地
方
建
設
局
、
新
潟
鉄
道
管
理

局
、
長
野
鉄
道
管
理
局
か
ら
も
台
長
、

局
長
が
参
加
す
る
な
ど
、
豪
雪
対
策

に
取
り
組
む
国
・
県
・
市
町
村
の
全

て
の
関
係
者
が
当
市
で
一
堂
に
会
し

た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
克
雪
対
策

に
大
き
な
一
歩
と
い
え
ま
す
。

豪
雪
対
策
に

　
　
　
　
　
は
ず
み

　
調
査
団
を
代
表
し
て
佐
藤
団
長
は

「
五
六
豪
雪
を
し
の
ぐ
大
変
な
豪
雪

の
中
で
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
や
道
路

の
除
排
雪
の
ご
苦
労
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。
衆
議
院
と
し
て
も
災
害
対
策

に
つ
い
て
は
超
党
派
で
問
題
の
解
決

に
あ
た
っ
て
お
り
、
今
日
、
地
域
の

実
情
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し
、
法
律
や

予
算
の
中
に
反
映
し
た
い
」
と
挨
拶

し
、
君
知
事
は
「
豪
雪
対
策
に
つ
い

て
は
年
々
進
展
を
見
せ
て
い
る
が
、

上
越
市
で
戦
後
最
大
の
豪
雪
を
記
録

す
る
な
ど
断
続
的
な
降
雪
と
異
常
低

温
に
よ
る
凍
結
の
た
め
道
路
交
通
、

鉄
道
が
マ
ヒ
状
態
と
な
り
、
学
校
も

臨
時
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
住

民
は
雪
お
ろ
し
に
お
わ
れ
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
と
と
も
に
、
清

津
峡
雪
崩
災
害
に
よ
る
死
者
五
人
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
死
者
十
九
人
、
重

軽
傷
者
六
十
六
人
の
人
的
被
害
を
だ

十
日
町
市
か
ら
の
陳
情
項
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
備
事
業
債
の
充
実
強
化

当
面
の
緊
急
対
策
と
し
て

一
、
特
別
交
付
税
の
増
額
配
分

二
、
市
道
除
排
雪
費
に
対
す
る
特
別

　
補
助
措
置

三
、
飯
山
線
の
冬
期
輸
送
体
制
の
強

　
化
四
、
農
業
用
施
設
、
圃
場
に
対
す
る

　
除
雪
、
消
雪
対
策
の
早
期
実
施
と

　
補
助
措
置

恒
久
的
対
策
と
し
て

一
、
流
雪
溝
関
連
施
設
（
取
水
、
導

　
水
）
の
補
助
対
象
拡
大
と
水
源
確

　
保
の
た
め
の
財
政
援
助

二
、
雪
崩
対
策
事
業
の
促
進

三
、
特
別
豪
雪
対
策
事
業
債
の
制
度

　
化
四
、
冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持
施
設

五
、
特
別
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
住
民

　
の
税
負
担
の
軽
減

六
、
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
家
屋
の
高

　
床
部
分
（
非
木
造
）
、
の
積
雪
寒
冷

　
地
域
補
正
率
の
適
用

七
、
公
立
文
教
施
設
な
ど
の
整
備

　
・
（
特
別
豪
雪
地
帯
の
事
業
費
の
大

　
幅
拡
大
と
補
助
単
価
の
引
上
げ
）

八
、
雪
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
開

　
発
の
推
進
を
目
的
と
し
た
国
立
の

　
総
合
研
究
機
関
の
設
置

九
、
農
業
用
施
設
被
害
に
か
か
る
復

　
旧
補
助
と
特
別
融
資
措
置

．
、
十
、
消
雪
施
設
（
消
雪
パ
イ
プ
、
流

　
雪
溝
）
の
普
及
に
伴
い
消
雪
施
設

　
用
電
力
に
対
す
る
契
約
種
目
の
新

　
設
と
不
使
用
期
間
の
基
本
料
金
の

　
免
除

十
一
、
災
害
弔
慰
金
の
限
度
額
の
引

　
上
げ

し
て
い
る
。
今
後
も
予
断
を
許
さ
な

い
状
態
で
あ
り
一
層
の
対
策
を
お
願

い
し
た
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
諸
里
市
長
は
別
掲
の
と
お

り
、
当
面
の
対
策
と
恒
久
対
策
十
五

項
目
に
つ
い
て
陳
情
し
ま
し
た
。

　
国
・
県
の
中
に
も
雪
が
災
害
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
定
着
し
、
豪
雪
対

策
に
一
層
の
は
ず
み
が
つ
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
雪
を
早
く
消
し
ま
し
ょ
う

　
5
6
豪
雪
を
上
回
る
大
豪
雪
で
す
。
こ
の
ま
ま
自
然
消
雪
を
待
つ
と
雪
が

消
え
る
の
は
五
月
の
は
じ
め
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
稲
や
野
菜
の
作
付
は
、
平
年
よ
り
半
月
も
遅
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
消
雪
促
進
剤
は
三
月
十
五
日
～
二
十
日
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
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三
月

　
県
立
十
日
町
病
院
に
C
T
ス
キ
ャ

ナ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装
置
）

が
導
入
さ
れ
、
三
月
か
ら
診
療
業
務

を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
魚
沼
地
方
で
は
初
め
て
の
全
身

用
C
T
ス
キ
ャ
ナ
の
導
入
で
あ
り
、

よ
り
高
度
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
C
T
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は

十
日
町
病
院
は
も
と
よ
り
、
郡
市
四

市
町
村
、
地
元
医
師
会
な
ど
が
、
緊

密
な
連
け
い
を
は
か
り
な
が
ら
、
地

域
医
療
の
充
実
の
た
め
に
、
そ
の
実

現
を
強
く
県
当
局
に
働
き
か
け
て
い

た
も
の
で
す
。

　
こ
の
導
入
を
契
機
に
、
十
日
町
病

か
ら
診
療
開
始

院
で
は
、
C
T
読
影
の
医
師
が
派
遣

さ
れ
る
の
を
は
じ
め
、
昨
年
十
月
か

ら
週
一
回
の
診
療
で
開
設
さ
れ
た
脳

外
科
が
週
二
回
に
な
り
、
常
勤
へ
の

道
が
開
け
る
な
ど
、
文
字
通
り
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
の
体
制
が
整
い
、

一
層
充
実
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
当
地
域
で
は
、
医
師
一
人
当
り
人

口
が
約
千
八
百
人
と
新
潟
市
の
五
倍

も
か
か
え
る
中
で
、
最
新
鋭
の
医
療

機
器
の
導
入
と
同
時
に
、
病
院
、
医

師
会
、
行
政
の
密
接
な
連
け
い
に
よ

っ
て
地
域
医
療
体
制
の
充
実
が
は
か

ら
れ
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
と
い
え

ま
す
。

牽
ー
ー
ー
ー
ー
曝
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　　　脳外科の診療は週2回に
　　　　　　　　　　　　　　　～3月1日から～
暑　　十日町病院では、3月から脳外科の診療が週2回になります。

9　脳外科　診療日　毎週月・水曜日
9　　　　　　　　　＿
藝　　　　　　受付時間　午則8時30分～11時　　※放射線科には、毎週月曜日にC　T読影のため、新潟大学から
塞　　　　沌
塞　医師が派退されます。
勢qゆqゆ釧ゆqゆqゆq・q。q・qゆq4q。qゆqゆ釧ゆqpq・qゆqゆ　　　　　q。qゆqp㈱一q陶
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婁
叢
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華

　　　欝

礁

〆

欝職

、

一繭幽幽醐幽醐医．

地
域
医
療
に
画
期
的
な
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

＋
日
町
病
院
々
長
禾
田
淳
二

　
　
　
っ
て
お
り
前
か
ら
欲
し
い
と
思
い
な

　
　
　
が
ら
実
現
で
き
な
い
で
い
た
。

　
　
　
　
こ
の
た
ぴ
の
C
T
の
導
入
は
、
十

　
　
　
日
町
病
院
に
と
っ
て
画
期
的
な
こ
と

　
十
日
町
地
区
は
医
療
過
疎
地
で
あ

り
、
長
い
間
、
良
い
医
療
を
受
け
る

た
め
に
小
千
谷
、
長
岡
、
新
潟
、
東

京
な
ど
に
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

設
備
不
足
と
人
不
足
が
原
因
し
て
い

た
。
し
か
し
、
十
日
町
病
院
は
人
も

設
備
も
年
々
充
実
し
、
患
者
数
も
増

え
て
き
て
い
る
。
C
T
に
つ
い
て
は
、

日
本
に
導
入
さ
れ
て
か
ら
時
間
も
た

だ
が
、
こ
の
地
域
に
と
っ
て
も
画
期

的
な
こ
と
だ
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

病
院
は
も
と
よ
り
、
地
元
医
師
会
、

市
町
村
の
密
接
な
連
け
い
に
よ
っ
て

実
現
で
き
た
。
こ
の
運
動
方
針
も
画

期
的
な
こ
と
だ
。
こ
れ
か
ら
の
医
療

は
病
院
と
患
者
と
の
間
だ
け
で
な
く

地
域
に
密
着
し
た
医
療
が
大
切
で
あ

り
、
地
域
の
二
ー
ズ
を
考
え
な
け
れ

ば
責
任
を
果
せ
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
医
師
会
と

病
院
と
行
政
が
手
を
組
ん
で
ゆ
か
な

い
と
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
今
回
の
C
T
導
入
の
時
の
経
験

を
地
域
医
療
の
向
上
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
C
T
は
高
価
な
医
療
機
械
で
あ
り
、

そ
の
成
果
を
十
分
地
域
の
中
に
還
元

し
て
い
き
た
い
。

　
C
T
が
な
い
と
対
応
し
き
れ
な
か

っ
た
脳
外
科
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を

機
会
に
、
週
一
回
の
診
療
を
三
月
か

ら
週
二
回
に
増
や
し
、
将
来
的
に
は

毎
日
診
療
で
き
る
体
制
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一
流
病
轡
冗F

　
病
院
関
係
者
の
努
力
と
地
域
の
市

町
村
の
援
助
が
県
に
通
じ
て
、
中
魚

沼
郡
、
十
日
町
市
で
は
初
め
て
C
T

を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

璽
菱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
量
』
妻
盛
蚕
』
翌
垂
』
妻

C
T

ス
キ
ャ
ナ
と
は

　
C
T
ス
キ
ャ
ナ
と
は
、
人
体
を
透

し
た
X
線
を
、
写
真
フ
ィ
ル
ム
や
螢

光
板
で
透
視
像
と
し
て
見
る
の
で
は

な
く
、
多
く
の
透
視
像
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ
っ
て
計
算
し
て
、
人
間
の

に外
科
医
長
前
島
静
顕

　
　
　
こ
れ
で
一
流
病
院
の
仲
間
入
り
が

　
　
で
き
、
最
高
の
診
断
や
治
療
を
受
け

　
　
る
体
制
も
と
と
の
っ
た
の
で
、
長
岡

　
　
や
新
潟
に
行
く
必
要
も
な
い
の
で
、

　
　
お
お
い
に
地
元
の
病
院
を
利
用
し
て

　
　
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
貴
重
な
財
産
を
で
き
る
だ
け
有
効

　
　
に
活
用
し
て
、
医
療
活
動
に
あ
た
り

　
　
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
…
ミ
』
葺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
」
萎
6

13mm
『『一

＼

　　　13mm
　　　q『』

一繊

鍵）

一

断
層
像
を
作
る
装
置
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装

置
で
全
身
を
ニ
ミ
リ
～
十
ミ
リ
の
輪

切
り
状
に
撮
影
し
て
、
よ
り
精
度
の

高
い
診
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
C
T
の
特
徴
は
大
き
く
分
け
て
二

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
人
体

の
横
断
面
を
任
意
に
撮
影
で
き
、
こ

れ
ま
で
の
X
線
写
真
に
よ
る
正
面
像
、

側
面
像
、
斜
位
像
な
ど
か
ら
推
測
し

て
い
た
人
体
各
臓
器
の
立
体
関
係
が

手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
り
、
X
線
診

断
学
に
大
き
な
貢
献
に
な
っ
た
こ
と

で
す
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
こ
れ

ま
で
の
X
線
検
査
で
は
区
別
す
る
こ

と
の
出
来
な
か
っ
た
わ
ず
か
な
X
線

吸
収
値
の
差
を
見
分
け
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
正
常
組

織
の
中
の
癌
な
ど
の
病
巣
が
、
造
影

剤
を
注
入
し
な
く
て
も
描
出
で
き
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
X
線
吸
収
値
の

わ
ず
か
な
差
に
よ
っ
て
脳
腫
よ
う
、

脳
出
血
、
水
頭
症
の
診
断
や
腹
部
で
の

腫
よ
う
、
出
血
、
腹
水
な
ど
の
診
断
に

威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



灘

蝋
　
難

灘

■
　
部

更
譲

▲約3万人の観客が酔いしれたカーニバルフィナーレ　　　　　　▲
ふるさと広場名物の裸みこし

▲V2達成の本町1丁目4区の雪像
　市長賞（一般）「七人のこびとたち」

　
三
日
間
の
開
催
と
い
う
新
し
い
企
画
で
行
わ
れ
た
第
三
十
五
回
十
日
町
雪
ま

つ
り
は
、
素
晴
ら
し
い
晴
天
に
も
恵
ま
れ
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
五
六
豪
雪
を
上
ま
わ
る
ほ
ど
の
状
況
下
で
、
連
日
の
雪
と
の
闘
い

と
ま
つ
り
開
催
の
準
備
と
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
い
ろ
ん
な
立
場
で
、

今
ま
で
に
な
い
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
国
道
十
七
号
線

の
交
通
止
め
、
上
越
線
ス
ト
ッ
プ
等
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
も
、
昨
年
以
上
の
約

二
十
五
万
七
千
人
の
人
出
を
記
録
。
市
民
皆
ん
な
の
克
雪
意
識
を
実
践
と
し
て

証
明
し
た
と
も
い
え
ま
す
。

　
一
方
、
地
域
的
に
も
年
々
広
が
り
を
み
せ
る
お
祭
り
広
場
。
コ
ン
サ
ー
ト
、

美
術
展
、
雪
上
演
劇
な
ど
の
数
多
い
協
賛
事
業
。
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
の
翌
日
利

用
の
大
成
功
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
つ
り
最
大
イ
ベ
ン
ト
　
　
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
の

素
晴
ら
し
さ
。
駅
通
り
の
雪
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
こ
れ
ら
全

て
が
訪
れ
た
人
達
に
深
い
印
象
を
与
え
た
も
の
で
し
ょ
う
。
日
本
一
を
誇
る
雪

の
祭
典
に
、
ま
た
新
し
い
歴
史
が
刻
み
こ
ま
れ
た
と
い
え
ま
す
。

・
田
醐

迅
U麟雛鐵膿場鰹購

年からカーニバル翌日の会場利用が企画され、「B　S

ジオ・十日町カラオケ大会」　（写真左）と「スノーフ

　　　　　　　　　ェスティバル・太鼓の競演とダイ

　　　　　　　　　ナマンショー」　（同右）の2つの

　　　　　　　　　イベントが行われ、のべ2万人の

ill、、、．、．　　　　　　　人出でにぎわい大成功でした。

今
ラ
　
N

建

報
灘糠磁

嚢
懸

　
　
．
．
叢

　
　
－
灘
灘

4

　
　
口

、
黙
縣
．

　
掴

　
§
蝉

㎜
㎜
㎜
糊
騨

　いままでの一般作品を一般作品（機械使用）と手作

り作品（人力のみ）に区分したのが今年の特徴。製作

　　　　　　　　　　　作品数は、一一般23、手作り

　　　　　　　　　　　　　　　11、特別13、学童

　　　　　　　　　　　　　　　18の合計65。（昨年

　　　　　　　　　　　　　　　は67。）例年にない

　　　　　　　　　　　　　　　寒さのため、つぐ

　　　　　　　　　　　　　　　ぴ）にくい雪質でし

　　　　　　　　　　　　　　　たが、それぞれが

　　　　　　　　　　　　　　　見事につくりあげ

　　　　　　　　　　　　　　　られていました。

雪像作品入賞一覧表

「
と
ん
だ
神
々
」
（
川
原
町
晒
青
会
）

市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
（
袋
町
稲
和
会
）

》
市
長
賞
「
春
よ
来
い
早
く
来
い
」

賞 芸術作品名 区分

十日町市長賞（一般）
七人のこびとたち
（本町1丁目四区）

一般

十日町市長賞（手作り）
思い出Part3春よ来い早く来い

　（袋町稲和会）
手作り

十日町市観光協会長賞 まぼろしの遺跡
（本町4丁目商店街振興組合）

〃

十日町市議会議長賞 と　んだ神々
（川原町晒青会）

一般

十　　　　日　　　町
商工会議所会頭賞

克雪オリンピックがんばれ十日町

　（市役所職員互助会）
一般

十　　　　日　　　　町
織物工業協同組合理事長賞

おしんとあじさい
（八箇地区青壮年部）

〃

十　　　　日　　　　町

農業協同組合長賞
とぴ）残された猫
（中条病院雪友会）

〃

建　設　業　協　会
十日町支部長賞

三　枚　の　札
（上新田青壮年会）

手作り

十　　　　日　　　町
ロータリークラブ賞

お　し　ん　ぽ　う

　（岩　野）
一般

十　　　　日　　　町
北ロータリークラブ賞

．ヨ、るさと

十日町の冬一みち踏み一
　　（江道・猿倉）

〃

十　　　　日　　　町
ライオンズクラブ賞

妻有の民話パート7「竜宮の宝」

　　（中央クラブ）
〃

十　　　　日　　　町
青年会議所理事長賞

なつかしのふるさと
　（稲和会）

〃

地元記者クラブ賞
世界に広げよう平和の輪
（愛の祭典に勝利する会）

手作倉）

▲織協理事長賞「おしんとあじさい」

　　　　　　（八箇地区青壮年部）



　　　　　　　　　　790人のメッセージが　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　ズ　　　（昨年25万人）

　　　　　　畷　　鍵

罐．

　ゑ　　　　　　　
　　　　『纐

甑，

『
畷
．
．
…
撚
、

　　灘纏

　鷺鎌
　　　　　　　　　　　饗
　礁嚢灘灘　・睡
議願鞘”・
圏．難醸繍謹

霧．，

騨

“心

響

膿メ

○の

巌

綱難獅“

纒麟鋤撫…＿麟醗．＿、9耀麟麟難樵．、．

蒲講
－
華

ル

瞬
七

”
験
イ

箪支
藏

”
A
　 l
云寅
題

つ

茎

術
麟
奉と

太人

鶴
峯坐

〔岡本太郎さん十日町雪まつりを斬る！〕

・カーニバルに歌手はいらない。もっと

　十日町のきものをアピールする会場製

作を。

・ひろばの中に雪像が少ないのは残念。

・通りに面したところに多くの雪像がも

　っとあっても良いはず。

・大きいばかりが雪像ではない。

四
ツ
宮
荘
の
入
浴
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

　
老
人
い
こ
い
の
家
「
四
ツ
宮
荘
」
　
　
●
高
校
生
・
大
人
…
…
百
五
十
円

の
入
浴
料
金
が
四
月
一
日
か
ら
、
下
　
　
●
小
・
中
学
生
…
…
…
…
八
十
円

記
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
●
小
学
生
未
満
…
…
…
…
…
無
料

3月の日曜営業

難雛

　　　　を走行
11地区体協

　　278人参加1

裏

編

）　’J　　　　H　　口＝F＝1小

　　ガソリンスタンド（輪番制）

4日　㈱山松商店　川西給油所
　　　　〃　　　　　十日町バイパス給油所

　　小林石油㈱　十日町給油所
11日　大渕石油店　栄橋給油所
　　㈱村山石油　十日町給油所
　　㈱村昭石油　住吉給油所
18日　長谷川石油㈱下条給油所
　　㈱ミナミ商会　川治給油所
　　㈱倉沢石油　春日町給油所
25日　㈱山田屋商店　四日町給油所

　　　　〃　　　十日町給油所
　　協和石油㈱　十日町給油所

利用者数
（参加者）

　クロス10　　　＼＼
んやら洞ひろば．きものシ，』＼

　　　　　　　，　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　、10日…500人11日…3，000人12日…5，000人

3日間合計　8，500人

鞭

難

　　　各種相談へ
・交通事故相談　　3月5日（月）

・定例行政相談　　3月15日（木）

・巡回内職相談　　3月16日（金）

（時間）　　　　（会場）

10：00～15：00　市役所市民相談室

臨時駐車場の車の数

自家用車　11日…1，550台
　　　　12日・3・2，500台

観光バス
台
台
台

O
『
D
r
D

F
D
4

0
　
　
。
　
　
．

4
　
　
．
　
　
．

計
月
日

合
n
1
2

合計………50台

約300人の入場者があったき

ものショー。P　R方法等は今

後の課題といえます。　　　　ノ
　　　　　　　　　ノ国鉄利用者数（定期・臨時）

　　　　　　十日町駅調べ

　　　　11日　12日　　計
乗車人数2，361人2，095人4，456人

降車人数2，510人　910人3，420人

計4，871人3，005人7，876人

　　　　テレビ放映数17本。ラジオ放送2本

全国放送7本を含め、テレビ放映数17本はいままでになかった数。ちな

みにさっぽろ雪まつり（5日間開催）は全国放映は4本、合計で18本。

十日町雪まつりP　Rは、大成功といえます。
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　地方自治法第243条の3の規定に基づく「十目町市財

政事情の作成及び公表に関する条例」の定めるところに

より、昭和58年12月31日現在の財政事情を公表します。

　　　昭和59年2月1日
　　　　　　　　　　　　＋日町市長諸里正典

歳
出
＝
二
億
九
、
五
二
九
万
円

獺　　蓼　毒轡　嚢　　　　　膿　　蕊　齢　　　　錘　　　（単位万円〉

　　　　　　　　　　　一

歳
入
＝
＝
億
，
義
塁
蒐
万
円

教　育　　費　247，58620。3％
地方交付税　　286，329　23。5％

土　木　　費　213，584　17．5％卸

市　　　　税　271，25522．3％

民　生　　費　172，595　14．2％

諸　収　　入　　187，137　焉．3％
総　務　費　123，934　10．2％

農林水産業費　116，481　9．5％

市　　　債　161，39013、2錫
公　債　　費　　92，103　7。ラ％

商　工　費　　68，126　5．6％ 国庫支出金　　142，880　11．7％

衛　生　　費　　66，674　5．5％ 県支出金　　58，3鱗　　4・8賜

そ　の　他　118，446　9．7％ 繰　　越　　金　　11，360　諮．9％

そ　の　他　100，864　8．3％

48，996人
　　12，358世帯

税　　　　　　目 税　額 構成比 市民1人あたり 1世帯あたり

市　　　民　　　税 　万円114，979 　％47．1 　　円ノ23，467 　円93，040
固　定　資　産　税 95，314 39．1 19，453 77，127

軽　自　動　車　税 2，733 1．1 558 2，212

市町村たばこ消費税 12，614 5．2 2，574 10，207

電　　　気　　　税 9，696 4．0 1，979 7，846

木　材　引　取　税
一 一 一 一

都　市　計　画　税 8，658 3．5 1，767 7，006

特別土地保有税 63 一 13 51

計 244，057 100．0 49，811 197，489

）％％
『
D
　
ワ
‘

62

63
率
率
入
行

収
執
（

七
七
億

六
、
三
七
四
万
円

支
出
済
額

七
六
億

二
、
二
五
二
万
円

収
入
済
額

ご
コ
億
九
、
五
二
九
万
円

＋
二
月
末
予
算

輔
一
〇
億
二
、
二
〇
〇
万
円

当
初
予
算

（単位万円）

畜

蘇

人　件　費
196，622
16．1％

経

物件費
97，277

8．0％

韓

魯

／晦

　　　普通建設費
樫　　397・460
　　　　　32．6％

扶助費
105，105
8．6％

　　　簿

創

費鰍㌦．醒．
　　34

　　％　　　駅1・

豊、πの蹴雛＿

薦三

費％
維持補修費　　．

25，4732．1％

（単位万円）

　　　　　　　　　　　　　教　育

土木　　　 236・337

　　　　　　　　　二…　　32．7％
328，149　　　　　　　　　・

45．4％　　　　一
　　　　　　　　　〇■

　　　　　　ぞ　減　　　　　　　　　　　衛生　20，7202．9％
　　　　　　　　収

　　　　　欄薩　　戴羅欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　災害債　22，0103．0％

　　　　1，577　18，865

　　　　0．2％　2．6％

（単位万円）

会　計　名 予　算　額 収入済額 支出済額

国民健康保険 202，361 129，531 111，786

簡易水道 30，706 12，953 24，005

診　　療　　所 2，308 200 1，096

下　　水　　道 194，220 99，304 129，394

老人保健 163，511 102，679 110，613

計 593，106 344，667 376，894

土　　　地 12，213，154m2

建　　　物 142，554m2

基金積立金 4億5，992万円

一時借入金 5億5，000万円



（7り1””llll“”1“ll川とお‘ガ辞3δぢ」ロら懸」阪lll”II”llll”lll“”ll川1”””1”””“II”II“1“IIIII““”1“”9”“““”lll“Ill“川”川川1””ll“””ll“IIll川lllll”lll”1”昭和59年2月25日

　
交
通
事
故
は
、
い
つ
ど
こ
で
あ
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
一
日
一
円
の
安

い
掛
金
で
お
互
い
が
助
け
合
う
た
め

の
交
通
災
害
共
済
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
い
ま
加
入
し
て
い
る
人
も
、
共
済

期
間
が
三
月
三
十
一
日
で
終
り
に
な

り
ま
す
の
で
新
年
度
も
引
続
い
て
家

族
全
員
で
加
入
し
ま
し
よ
う
。

加
入
資
格
　
共
済
期
間
に
市
内
に
住

所
の
あ
る
人

会
費
　
一
人
年
額
　
三
百
五
十
円

共
済
期
間
　
四
月
一
日
～
昭
和
六
十

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
（
中
途
加
入

の
場
合
は
、
会
費
納
入
の
翌
日
か
ら

有
効
）

加
入
申
込
方
法
　
今
年
か
ら
加
入
申

込
用
紙
が
変
更
し
、
記
入
方
法
も
変

『継x
　
　
　
　
三
月

淵鰍㎜
昭
和
五
十
八
年
分
の
所
得
税
の
申

告
と
納
税
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

XX　
期
限
は
ど
ち
ら
も
三
月
十
五
日
ま

淵鰍ぞ
で
す
。
申
告
と
納
税
は
必
ず
期
限

内
に
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

XX
　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

琴　
歌
欝
、
加
、
鐸
請
幣
舗
結

XX
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の

蹴税金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足

額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
か
五
パ
ー
セ
ン

ア
加
算
税
が
課
さ
れ
、
そ
の
ほ
か

臨

り
ま
し
た
。
次
の
記
入
例
、
注
意
事

項
を
参
照
し
、
間
違
い
の
な
い
よ
う

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
、
市
で
あ
ら
か
じ
め
作
成
（
町
名
、

氏
名
な
ど
を
記
入
済
で
す
）
し
た
加

入
申
込
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

ω
、
加
入
者
氏
名
欄
の
左
側
に
あ
る

「
加
・
非
」
欄
の
該
当
す
る
も
の
（
加

入
す
る
場
合
は
「
加
」
、
加
入
し
な

い
場
合
は
「
非
」
）
を
○
で
囲
ん
で

く
だ
さ
い
。

⑥
、
氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
い
な
い

人
（
そ
の
後
の
転
入
・
出
生
な
ど
）

で
加
入
す
る
場
合
は
追
加
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

㈲
、
機
械
で
事
務
処
理
を
し
ま
す
の

で
、
赤
色
印
刷
部
分
に
は
記
入
し
な

め
ハ
　
ペ
ガ
ハ
　
　
ダ
ほ
ハ
ビ
　
ビ
　
ビ
　
き
ダ
ダ
さ
ハ
ビ
ビ
ダ
ダ
ダ
ダ
ビ
　
ド
ダ
ダ

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

一
五
日
ま
で
に

に
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
不
正
な
行
為
が
あ
っ

た
よ
う
な
場
合
に
は
、
普
通
よ
り
重

い
加
算
税
が
課
さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
は
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

や
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」

な
ど
を
参
考
に
し
て
、
ご
自
分
で
お

書
き
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

税
務
署
税
務
相
談
室
（
⑤
五
二
－
三

一
八
一
番
）
か
市
税
務
課
（
智
五
七

－
三
一
一
一
番
内
線
一
一
七
）
へ
。

M
バ
M
糞
英
M
四
英
M
隅
巽
翼
M
バ
M
パ
M
四
M
韓
M
パ
M
韓
M
隅
M
輿
M
輿
M
四
M
バ
巽
M
隅

』x淵鰍xxxxxxxx＿x＿＿xx＿魍
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
折
り
曲
げ

た
り
、
汚
し
た
り
も
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

加
入
申
込
み
期
間
　
三
月
一
日
か
ら

い
つ
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
が
、
四

月
一
日
か
ら
共
済
期
間
を
有
効
に
す

る
た
め
、
三
月
三
十
日
ま
で
に
申
込

み
（
会
費
納
入
）
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
申
込
み
先
　
各
町
内
の
嘱
託
員

さ
ん
か
市
内
の
銀
行
や
農
協
の
各
支

所

見
舞
金
に
つ
い
て

見
舞
金
の
請
求
手
続
　
書
類
は
市
役

所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
生
活
課

環
境
係
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
の
請
求
期
間
　
事
故
に
あ
っ

た
日
か
ら
一
年
以
内
で
す
。

見
舞
金
額
　
死
亡
の
場
合
の
百
万
円

を
最
高
に
、
治
療
の
程
度
に
よ
り
九

等
級
（
治
療
し
た
日
が
七
日
以
上
）

の
二
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
。

支
給
対
象
と
な
る
交
通
事
故

ω
、
歩
行
中
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
、

ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
、
＠
、
自
動

車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
な
ど
の
運
行

中
の
人
身
事
故
（
事
故
証
明
書
の
出

な
い
自
損
事
故
も
対
象
）

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合

ω
、
無
免
許
、
飲
酒
（
酒
気
お
び
）

無
ぼ
う
運
転
の
運
転
者
及
び
同
乗
者

＠
、
加
入
者
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人

に
な
る
人
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過

失
に
よ
る
場
合

の
、
天
災
地
変
に
起
因
す
る
場
合

⑭
、
事
故
に
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
を

経
過
し
た
場
合

㈹
、
治
療
に
通
っ
た
日
数
が
七
日
未

満
の
場
合

く

（単位万円）行状況

醐
撫
せ
藤
影
灘

讐
五
七
－
三
一
二
番
内
線
一
難
会

四
一
）
へ
。

o
、
　
，
　
，
1

◎
．
ン
．
響
㍉
一
．
．
．

◆
・
　
　
　
、

・
　
　
o
O

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
九
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
目
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
　
諸
里
正
典

　　　　項目
会計区分

予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 66，597 ’56，387 84．7％ 47，999 72．1％

総合福祉セン
ター特別会言十 1，706 1乳398

81．9％ 976 57．2％

と畜場事業

特別会計
2，940 2，409 81．9％ 1，713 58．3％

合　計 71，243 60，194 84．5％ 50，688 71．1％

組合債の状況伸位万円

目的（事業名） 金績

消防庁舎建設事業 8，031

消防施設整備事業 120

総合福祉センター
建　設　事　業

2，938

と畜場整備事業 12，869

合　　計 23，958

糸
寺
参
糸
肇
糸
÷
糸
魯
争
争
魯
糸
勢
糸
争
魯
魯
寺
糸
糸
魯
糸
糸
善
参
寺
肇
魯
魯
魯

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
2
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
ず
り
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

軽
自
動
車

ホ
ン
ダ
ラ
イ
フ

48

年
型

車
検
ぎ
れ

五
万
円

ソ
　
フ
　
ァ
　
ー

中
古

相
談
で

担金状況
、　 （単位万円）

組合財産
の状況

9，673m2建物

10万円基金
公社債

温泉
利用権

その他

市町村別負

＞

中里村
7，376
11．9％

川西町
9，253
14．9％

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
三
十
一
目
現
在
の
十
目
町
市

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
九
年
二
月
一
日

　
　
　
　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
諸
里
正
典

況状行執算予

）％％
98
35
71

69
率
率
入
行

収
執
（

三
億
一
、
六
三
六
万
円

額済出支

三
億
二
、
八
三
六
万
円

額済入収

四
億
五
、
六
一
六
万
円

額算予

組合債の状況

ごみ処理施設 6，750万円

し尿処理施設 2億9，783万円

埋立処分地施設 820万円

清掃運搬施設 765万円

合　　　計 3億8，118万円



期日 行　　事　　名 会　　場 主　　催

％一％ 初心者スキー実技講習会 市民スキー場 教育委員会
％（日） 第18回吉田地区民スキー大会 鐙　島　小 吉田地区体協

％（日） バ　ッ　ジ　テ　　ス　　ト 市民スキー場 スキー協会
％（日） 第3回中条地区民スキー大会 中条桂スキー場 中条地区体協

％（日） 下条地区民スキーのつどい 下条中峰スキー場 下条地区体協

％（日） 第2回市長杯争奪春季
バスケットボールリーグ戦開始

吉田中体育館他 市バスケットボール協会

％（日）
十日町地区ミックスダブルス

バドミン　トン選手権大会 市民体育館
バドミントン協会

％（日） バ　ッ　ジ　テ　　ス　　ト 市民スキー場 スキークラブ

％（刈 第4回ジュニアカッ　プ
クロスカントリースキー大会 吉田中周辺

吉田地区スキー愛好会

市スキー協会

3 美佐島地区スキーツアー 赤倉～六日町 美佐島地区体協

　　鋼態鐙総欝、禰鞭鰯灘麟蓬

初心者スキー実技講習会開催

会　場：市民スキー場とその周辺

内容：鍛審撫の部廉技術から発展技

主　催：十日町市教育委員会

講師：市体育指導員・市体育課職員
申込み：2月27日（月）までに市体育課へ。当日会場でも

　　　　受付けます。

参加料：無料

集合場所：市民スキー場スキーハウス、午後1時集合

準備するもの：スキー用具一式、リフト代1日500円程

　　　　　　　度、タオル、着がえなど

　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　ガあオ　ガ　　　　　　　ぱ　　サがサロア

第8回雪康題難繍薫灘難難鱗螢i結果
　　〈第16回十日町アル簿ジ策ギニ選手権大会〉

■小学校低学年男子

①大塚英司（東小〉②渡辺将志（中条小〉③大津正利（飛一小）

■小学校低学年女子

①徳永美由紀（川治小）②津端美晴（津南S　L）③松岡由希子（十小）

■小学校高学年男子

①田村茂雄（西小）②上村康夫（川治小）③中山　光（十小〉

■小学校高学年女子

①樋口紀子（西小）②徳永喜美（川治小）③堀口千恵子（十小）

■少年組

①樋口光生（十高）②樋口文雄（十高〉③遠田　敦（十高）

■成年一部

①丸山和久（十日町砂利）②大津敏和（青山商事）③井蒲正明（川治小）

■成年二部

①広井久夫（ホンマ科学）②桑原英樹（東北電工）③樋口定治（松屋〉

■成年三部

①山口良夫（小国町）②水落俊彦（岩田自動車）③羽鳥長喜（長助）

■一般女子

①上村英子（南中）②倉沢明里（南中）③小林里美（南中）

■ママさん組

①宮沢幸子（大黒沢）②広井喜見子（高田町）③倉沢咲子（春日町）

■オールドパワー

①」・海喜久雄（川西）②松岡東二（松岡家具）③上村英雄（上村ふとん〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　ま

　　　　　　　　コハ　　　　　　き　　　き　い　　　　　　　　　　　ムち　　　　　　ト
■女子リレー①新潟（優勝メンバー：春日和美（吉田中）

　　　　　　　池田麻子（中条中））

一善戦しました一　　本間大、湯川咄男、羽鳥仁孝

■男子ジャイアントスラローム　　　（以上南中）

　本間　大（南中）　　　　　　　■女子スラローム　倉沢明里（南中）

■女子ジャイアントスラローム　　■クロスカントリー女子5km

　上村英子（南中〉　　　　　　　　春日和美（吉田中）池田麻子（中条中）

■男子スラローム　　　　　　　　池田貴子（南中）

萎

霧

■日　程

■会　場

■種　目

■参加料

■申込先

塗
灘

　　’叡めよう．械のなか。こスポーツの輪を
　　　　甲　　　　　　　　　■

　　　　』

灘■高め’、剥みんなあ手で友愛の輪を

⑪～第2回市長杯争奪～

　　　春季バスケットボール

　　　　　リーグ戦

3月11日～4月中旬（原則として日曜・祭日）

吉田中学校体育館ほか

一般男子、一般女子（高校生を含む）

1チーム3，000円（高校生は無料）

バスケットボール協会事務局山田

（市役所水道局智57－3111番・内線242）

　　3月3日（土）

乙

・、

σ

■申込締切り

OO②（∋〔i）∈肺e）◎ロ0ロ

　　　　◎仕事中、からだに疲れやだるさを感じたら…

首の運動輪　 難誉に繭
前後左右に、大きく
回したり、小さく回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リズムにのって

腿を前．後にまcデる麟〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　）　　　　　　　　　　　ギ
　　　　　　　　　　　　茎マ』7一　　　　　　　＿

卿　　〃　　ユ　　　　　　　　　〕
　　　　　　　　　　　　歩　　　　体の　　　．ノ／
　　　　　　　　　　　　零　　ねじり　“　妙

』聯』穣搬設を開放
　　　　　　・劉痔妻串込茄麟馨3潟3臼ま驚‘逗　　　，

○剰銅饗療購麟撫内奮盤擁勤嚢蘇魏餓以
　毒の鰯蕪驚鑑嚢錘煮が明縫嚢雛森饗奮、

鱒込鰍糊播難翻徽窪．朧の駆欝．覇翻
｛鑛・鶴麟教癒馨鐵套蕪蕎課螂籍雛騰内線翻畿鐵む
　《く耀愚瞬。麟込み網紙縁体欝課韓篇遡ま奮。

〈
關
放
肉
審
〉

開放場所 開放する日 開　放　時　間

屋内運動場
休日・休業日 午前9時～午後5時

平　　　　日 午後6時～午後9時

グラウンド
5　月か　ら

10月　ま　で

時間は定めていませんが、

従来通り各学校の判断で自一

主的に開放します。
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1一明日の親のための学級一一一一一・

1あなたと・

1あなたの赤ちゃんのためこ．
馨＝蹉：呂翻路握二器＝二＝＝＝9＝Σ鵠＝二＝＝雛＝認＝言器z二握二露二＝二＝茎二＝＝隅＝累霧器二

肇　　「ほやほやのお父さん、お母さん」　「未来

蓼躾、明るい家庭づく｝）なとを学習していただ　　＼／」

1く鶴轍聯拠さい．　ド少
箋　【これからの予定】　　　　●受講料は無料です。塾

一実施要恥噂＝
t新製品の定義　1
食品類・菓子類・手工芸品・布難

製品・竹細工・わら細工・木工肇

芸品などで当地域の観光みやげ肇

品としてふさわしい新製品。　萎σ

回 日・曜 内　　　　　容 講　　師

2
3月2日
（金）

子どもの
心身の成長と発達
～その無限の可能性を

　　　　　　さぐる～

斉藤　勉
　　　先生
（新潟大学

教育学部）

3
3月7日
（水）

三ツ子の魂
　　　　　百までも

～家庭教育の
　　　基本とは何か～

玉井成光
　　　先生
（前橋育英

短期大学）

4
3月16日

（金）

ニューファミリー
　　　　　への出発

～あなたの
　家庭づくりのために～

浅妻康二
　　　先生
（新潟薬科

　　大学）

2・締切期日　　　　　嚢
　昭和59年4月末日　　　　　　　嚢

3．受付場所　　　　　　　　　　藝
＋日町地域　　　　　嚢

　　地場産業振興センター　1

　　（毒器瓢霧口

41召慧5月上旬　1
　新潟県推奨品協会会長、十日町

　市観光協会開発委員及び十日町

　地域地場産業振興センター運営

　委員により審査します。

5．賞　金

　昭和60年の関越自動車道の全線

膿臨謙卑い観光客の

1こうした観光客の受け入れ準備

！離星≦潔麟鱗
1げ品の研究開発を促進することが

難望まれています。

1　ついては、当地場産業振興セン

嚢ターの関係市町村内の企業あるい

嚢は個人を対象として、次により観

　　　　　　※第1回「産む自由、産まない自由」は％終了

　1〉いずれも午後7時から、十日町市公民館で行います。

　市内学校町／十日町市公民館／電話57－5011

一縫灘翻蕪一縦灘鞭灘灘一轟翻羅難黙麟撒騒騰灘翻黙

嚢光みやげ品の新製品コンクールを　　委員により審査します。

蘇施いたします・　　　5．賞金
嚢どうぞふるってご応募ください．特選、点5万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　入選　　3　点　　2万円
　　1》主催
　　　〇十日町市観光協会　　　　　　佳作　　若干　　　1万円

嚢　　O（財）十日町地域　　　　　　　6・入賞品については・優良観光

1》後讐産業振興センター崖灘販隷薫10懲
1・新潟県南部観光協議会　光客向‘ナ‘．販売促進を飯ます。

発
明
ク
ラ
プ
員
募
集

　
子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
を
育
成
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
十
日
町
少
年

少
女
発
明
ク
ラ
ブ
で
は
、
次
の
内
容

に
よ
り
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。■
活
動
内
容
　
ω
基
礎
工
作
…
木
工
、

金
工
、
電
工
を
通
し
て
の
基
礎
知
識

や
技
術
の
習
得
。
ω
ア
イ
デ
ア
工
作

…
…
基
礎
工
作
を
活
用
し
て
自
由
製

作
を
行
う
。
㈹
特
別
活
動
…
…
作
品

展
、
親
子
工
作
教
室
な
ど
。

■
募
集
人
数
　
郡
市
内
の
小
学
四
年

～
中
学
三
年
ま
で
の
約
八
十
名
。

■
活
動
日
　
四
～
十
一
月
の
隔
週
土
・

日
曜
日
（
年
間
二
十
日
　
夏
休
み
は

別
途
計
画
）

ロ
参
加
料
　
無
料
。
た
だ
し
材
料
費
、

保
険
料
は
各
自
負
担
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
出
稼

農
業
者
東
京
集
会
」
力
　
二
月
十
九

日
日
　
東
京
都
新
宿
区
の
家
の
光
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
参
加
者
は
四
十
五
名
コ

（
昨
年
は
五
十
名
）
地
元
か
ら
は

諸
里
市
長
、
樋
口
農
協
組
合
長
、
遠

田
農
業
委
員
会
々
長
な
ど
が
出
席
し
、

今
冬
の
豪
雪
の
状
況
を
は
じ
め
、
ふ

る
さ
と
十
日
町
の
近
況
報
告
等
が
な

さ
れ
た
あ
と
　
そ
れ
ぞ
れ
が
働
く
職

場
の
代
表
者
四
名
が
体
験
意
見
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
あ
う
仲
間
達
と
の
懇

談
、
そ
し
て
お
互
い
の
情
報
交
換
を

行
う
な
ど
、
な
ご
や
か
な
一
日
を
過

こ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
指
導
者
　
郡
市
内
の
小
中
学
校
の
　
　
は
、
十
日
町
市
立
理
科
教
育
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
生
、
十
日
町
発
明
協
会
　
　
　
　
　
　
1
へ
。
　
（
十
日
町
中
学
校
内
費
五
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
申
込
先
と
期
限
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
二
三
〇
六
番
）
な
お
申
込
締
切
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
明
の
問
い
合
わ
せ
と
申
込
み
先
　
　
は
三
月
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑭
⑭
㊥
⑥
㊧
⑤
◎
⑤
⑳
⑤
＠

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年

一
回
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
「
国
民

年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
況
届
は
、
国
民
年
金
を
引

き
続
き
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
大
切
な
届
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
生
存
の

確
認
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
届
が
で

る
ま
で
、
年
金
の
支
払
豆
は
止
め
ら

れ
ま
す
。
現
況
届
の
用
墾
（
ハ
ガ
キ
）

は
誕
生
月
の
中
旬
に
社
会
保
険
庁
か

ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
市
長
の

証
明
を
受
け
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
年
金
を
受
け
始
め
て
か

ら
一
年
目
の
現
況
届
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　
今
回
の
豪
雪
に
よ
り
住
宅
や
家
財

な
ど
に
損
害
を
受
け
た
た
め
に
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
と
な
っ
た
人
で
、
所
得
が
少
な
い

場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
納

入
す
る
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
任
意
加
入
者
を
除
く
）

　
免
除
を
受
け
れ
ば
、
万
一
の
と
き

に
支
給
さ
れ
る
、
障
害
年
金
や
母
子

年
金
な
ど
が
受
給
で
き
ま
す
。

　
老
齢
年
金
に
つ
い
て
は
、
免
除
さ

れ
た
期
間
の
年
金
額
が
保
険
料
を
納

’
め
た
場
合
の
三
分
の
一
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
不
利
な

免
除
期
間
も
、
免
除
を
受
け
て
か
ら

十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

追
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
申
請
手
続
は
、
市
役
所
年
金
係
の

窓
口
に
印
鑑
持
参
の
上
、
早
急
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

…
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縦
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．
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…
臓
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黛
ー
　
　
ぎ
箏
…
粥

　
農
業
用
軽
油
の
免
税
証
の
交
付
を

つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当
さ

れ
る
人
は
忘
れ
ず
に
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
交
付
を
受
け
な
か
っ

た
場
合
、
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

交
付
日
時
　
三
月
十
五
日
（
木
）

　
午
前
十
時
～
午
後
四
時
ま
で

会
場
　
十
日
町
財
務
事
務
所
（
妻
有

　
町
西
、
総
合
庁
舎
内
）

必
要
書
類
　
①
印
鑑
（
共
同
申
請
の

場
合
は
全
員
の
印
鑑
）
、
②
免
税
軽

油
使
用
者
証
　
③
耕
作
面
積
証
明
書

（
農
業
委
員
会
で
証
明
を
受
け
て
く

だ
さ
い
）
　
④
使
用
機
械
の
証
明
書

（
所
有
証
明
、
借
用
証
明
）
、
ま
た

“
…
参
う
き
…
脳
　
簸
　
鼎
灘
伽

は
納
品
書
の
写
し
（
機
械
の
製
作
所

名
、
名
称
、
型
式
、
馬
力
、
燃
料
消

費
量
な
ど
を
記
入
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
カ
タ
ロ
グ
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
）

そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
十
日
町
財
務

事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
不
明
の
点
は

十
日
町
財
務
事
務
所
（
智
五
七
－
五

五
二
番
内
線
二
〇
五
）
へ

曲
が
ら
な
い
、
よ
く
し
ゃ
が
め
な
い
、

肩
の
動
き
が
悪
い
人
な
ど
を
対
象
に

し
た
検
査
で
す
（
交
通
事
故
、
先
天

性
股
関
節
脱
臼
の
人
を
除
く
）

期
日
　
三
月
三
十
一
日
（
土
）

　
　
受
付
…
正
午
か
ら
午
後
二
時

会
場
　
新
潟
市
西
保
健
所

申
込
み
　
三
月
十
日
ま
で
に
市
保
健

衛
生
課
（
費
五
七
－
三
一
一
一
番
内

線
五
〇
二
）
へ
。
電
話
も
可

料
金
　
無
料
で
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

大
腿
四
頭
筋
拘
縮
症

健
康
診
査

　
筋
肉
内
注
射
を
受
け
た
人
で
、
大

腿
部
に
皮
膚
の
「
へ
こ
み
」
や
皮
下

に
「
し
こ
り
」
が
あ
り
膝
が
十
分
に

　
▼
三
月
十
三
日
㈹
　
午
前
九
時
～

正
午
、
四
日
町
新
田
第
一
、
第
二
、

第
三
、
四
日
町
第
二
、
南
新
田
三
の

各
一
部
、
四
日
町
新
田
第
四
の
全
部

▼
三
月
二
十
二
日
㈲
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
　
下
条
本
町
、
下
条
中
央

通
り
の
各
一
部
、
野
田
、
蟹
沢
の
全

部

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧

　
昭
和
五
十
九
年
度
固
定
資
産
の
課

税
台
帳
を
つ
ぎ
の
と
お
り
縦
覧
し
ま

す
。縦
覧
場
所
　
市
役
所
税
務
課

期
間
　
三
月
一
日
～
二
十
一
日

　
　
　
　
（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

時
間
　
平
日
…
午
前
八
時
半
～
五
時

　
土
曜
…
八
時
半
～
午
後
○
時
半

　
な
お
、
課
税
台
帳
の
登
録
事
項
に

つ
い
て
の
審
査
申
出
期
間
は
、
三
月

一
日
～
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
、
つ

ぎ
に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

◎
昭
和
五
十
八
年
中
に
土
地
の
地
目

変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

◎
昭
和
五
十
八
年
中
に
家
屋
の
新
増

築
、
取
り
こ
わ
し
の
あ
っ
た
場
合

◎
昭
和
五
十
九
年
度
分
と
し
て
価
格

が
決
定
さ
れ
た
償
却
資
産

㎜
類
潟
め
藤
鍛
救
慧
鍍
　
　
一

…
4
日
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
…

…
　
　
　
　
盈
5
5
1
2
0
0
3
番
…

…
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

皿
　
　
　
智
6
3
1
2
1
1
1
番
…

…
1
1
日
　
千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
コ

…
　
　
　
奮
6
8
－
2
0
3
4
番
…

…
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
…

㎝
　
　
　
奮
6
5
－
3
1
6
1
番
…

㎜
1
8
日
　
第
二
藤
巻
医
院
（
川
西
町
上
野
）
　
㎜

…
　
　
　
　
智
6
8
1
2
0
1
8
番
…

…
2
0
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

…
（
春
分
の
日
）
智
5
2
1
3
2
6
9
番
…

…
2
5
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

…
　
　
　
　
盈
5
7
1
3
0
1
8
番
㎜

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

3
月
7
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

55
年
9
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
診
3
月
9
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時

57
年
9
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

3
月
1
4
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
1
時
3
0
分

58
年
n
月

生
れ
の
児

10

■
ヵ
月
児

身
体
測
定

3
月
1
2
日

　
（
月
）

午
後
1
時

　
～
3
時

58
年
5
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
粛
籍
勧
婦
篠
穀
賜
鰯
科
健
診
が
あ
り
ま
す
か
ら

※
雪
の
た
め
受
診
が
困
難
な
方
は
、
次
回
の
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　i妻消賓灘豆知識璽……

　気をつけましょう！！
　　　　　　こんなこと（訪問販売）

　最近、訪問販売とか催眠商法などの新しい

商法が発生し、巧妙で強引な売り方によって、

思わぬ被害を受ける例がふえています。

　このような悪質な販売方法にかからないた

め、あなたも賢い消費者になりましょう。

　　悪質な手口にかからないために
　悪質な訪問販売にかからないために、次の

ことは覚えておきたいものです。

1．セールスマンには氏名、会社名、商品名を

　確かめましょう。

2．口車にのらず、今、必要なものかどうか、

　支払えるかどうかをよく考えて、不用な品

　は、はっきりと断りましょう。

3．契約する時は、内容をよく確かめて署名、

　才甲印しましょう。

4．代金は全額支払わず、必ず領収書を保存し

　ましょう。

5．あとで考えなおして、不用な品であったり、

　粗悪な品であったような場合、契約後4日

　以内なら解約することができます。

6．不審なことは泣き寝入りせずに業者にかけ

　合いましょう。話し合いがつかない時には、

　市役所の消費者相談窓口や、県消費生活セ

　ンター（盈0252－67－4196番）へ。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
～
交
通
遺
児
等
援
助
基
金
～

　
関
口
潔
さ
ん
（
関
口
樋
口
町
）
は
、
交
通
遺
児
等
援
助
基
金

に
五
十
二
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
関
口
さ
ん
の
今
年
度
分

の
合
計
は
、
三
百
十
五
万
三
千
三
百
四
十
二
円
で
す
。

（
基
金
の
合
計
、
六
百
四
十
四
万
三
千
四
百
五
十
二
円
…
％
現
在
）

むし歯のないよい歯の子
　（2月の3歳児健診を受けた子40名）

氏　　名 住　　所 保護者名

　　たくみ
池田　　工 上　　　　原 喜三男

樋口恭子 中条上町 利　明

島田健一 川治中町 良　三

馬場　　満 小泉第2 保　夫

谷　　純子 上　　川　　町 裕

庭野　　恵 島 茂

中島裕子 本町7丁目1 勇　治

庭野幹男 中条旭町 三　省


